
（別紙３）

～ 令和7年3月20日

（対象者数） 17 （回答者数） 9

～ 令和7年3月14日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
児童に多様な体験を提供すべく、有料施設も含めた活動先の
さらなる情報収集と検討を継続する

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
保護者面談の場を活用して、お子さまの家での療育の実践
や、お困りごとの深いリサーチをして、ニーズを確認する。

2
児童の学校や園での様子の確認に出向き、その機会から交流
の機会を増やしていく

3

○事業所名 エコルド川口教室／児童発達支援

○保護者評価実施期間 令和7年2月28日

○保護者評価有効回答数

令和7年3月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月26日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

家族支援やペアレントトレーニングは、送迎時などに軽めのお
話しをするにとどまっている。

送迎時や連絡事項の電話時は用件のみ連絡にとどまってしまう

学校、幼稚園、保育園との交流の機会がない
学校や園の先生とお話しする機会も児童の送迎時にとどまって
いる

外出レクリエーション活動が児童およびその保護者様に好評で
ある

ご利用児童の構成や天候などの影響も考慮し、行き先を柔軟に
決定したり、リスクを議論していること

事業所における自己評価総括表公表
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